
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8月1日に「ドローンで遊びませんか？」と題しまして、一般社団法人山口県ドローン協会理事長 川口勇

太様及びスタッフの林美由紀様にお越しいただき「家庭教育学級」第4回学習会を実施しました。 

社団法人山口県ドローン協会は、県内各地でドローン体験会や講習会を開催し、子どもから高齢者まで幅広

い世代にドローンの魅力や可能性を伝えておられ、また、防災、農業、測量、観光など多様な分野におけるド

ローン活用の推進にも尽力され、地域社会の発展に貢献されています。 

ドローンというと専門的で難しいものというイメージを持っておりましたが、川口様と林様のわかりやすい

ご説明により、その仕組みや活用方法、安全に飛行させるためのルールなどを楽しく学ぶことができました。

また、実際の操作体験では、参加者一人ひとりに丁寧にご指導いただき、初めてドローンに触れる方々も安心

して取り組むことができました。 

 

7月31日(木) に、講師として山口合同ガス株式会社防府支店長 村上弘太郎様及びスタッフの水内裕太様を

お招きし、「天然ガスおもしろ実験！」と題して、第3回学習会を行いました。 

天然ガスの基礎的な説明にはじまり、炎に鉄粉・カリウム・銅などを近づけ、色の変化を観察する炎色反応、

液体窒素を使った瞬間冷却実験やLNG（液化天然ガス）の説明等々、限られた時間の中で、児童及び保護者の

方々が興味を持って参加できるように工夫された内容は、子どもたちの学びの場としてたいへん有意義なもの

でした。また、目で見て理解できるプログラムは、天然ガスの特性や安全利用への関心を深める貴重な機会とな

りました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年も「ホタルの楽校」の季節となりました。8 月 20 日（木）に「ホタルの楽校」を開催しまし

た。今年は諸事情により 1回限りの開催となりました。 

参加人数は児童と親御さんあわせて 13名でした。前半は、ホタルに関していろいろ学んだり、ゲ

ンジボタルクイズをしたり、ホタルの幼虫の観察をしたりしました。双眼実態顕微鏡での観察は、足

の動きもはっきりと観察でき子どもたちも興味津々で観察していました。後半は、「『葉脈のしおり』

づくり」を体験しました。葉脈について学び、葉脈にいろいろな色を着色して、きれいなしおりを作

成することができました。 

地域の方をはじめ多くの子どもたちにホタルのことについて興味・関心を高めてもらえたら嬉しい

限りです。 

今年も見事な「緑のカーテン」ができました。ゴー

ヤもたくさん実りました。地域の皆様におすそ分けし

ました。地域の皆様方が喜んでゴーヤを持ち帰ってお

られることに公民館としても大変嬉しい限りです。 
 

今年も6月から、富海 

公民館「涼み処」を始め 

ています。９月もこの暑 

さは続きそうです。 

月曜日から金曜日（祝日を除く）8時

15分から17時まで、ロビー等を開放し

ています。外出中に、気分が悪くなった

り、疲れたりした場合に、休憩場所とし

てお気軽にご利用ください。 
 

緑のカーテン（西側） 
 

緑のカーテン（東側） 
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